
▶執筆　人権教育課（市役所内線 4012）　
心のスケッチ
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こ
ど
も
園
か
ら
小
学
校
に
入
学

し
た
児
童
が
学
校
の
環
境
に
適
応

で
き
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
行
動

を
起
こ
す
こ
と
を
「
小
１
プ
ロ
ブ

レ
ム
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
解
消
を
図
る
た
め
、
こ
ど
も
園

と
小
学
校
が
互
い
の
教
育
を
知
る

こ
と
で
、
そ
の
接
続
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
と
考
え
、
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
兵
庫
教
育
大
学
の
鈴
木

正
敏
教
授
の
指
導
の
も
と
、
「
園

小
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
運
用
を

開
始
し
、
子
ど
も
た
ち
が
園
や
小

学
校
で
何
を
学
ん
で
い
る
の
か
を
、

保
育
教
諭
と
小
学
校
教
諭
が
互
い

の
教
育
現
場
を
見
学
し
、
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。
市
内
の
民
間
園

と
公
立
学
校
が
一
体
と
な
り
、
園

小
接
続
に
取
り
組
む
公
民
連
携
に

よ
る
こ
の
よ
う
な
事
例
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
取
り
組
み
だ
そ
う
で
、

先
日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
が
中

心
と
な
り
、
早
く
か
ら
園
と
小
学

校
の
連
携
が
で
き
て
い
た
こ
と
に

加
え
、
５
歳
児
〜
小
学
１
年
生
の

２
年
間
で
あ
る
「
架
け
橋
期
」
の

子
ど
も
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ

た
い
、
地
域
の
子
ど
も
を
し
っ
か

り
育
て
た
い
と
い
う
、
園
の
「
子

ど
も
た
ち
へ
の
強
い
思
い
」
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

西
脇
市
は
子
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言

を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
思
い
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
と
も
に
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

市長からの手紙
― 西脇を元気に‼ ― 129

公
民
連
携
に
よ
る
園
小
接
続
の

素
晴
し
い
取
り
組
み

学びをスムーズにつなげるため、園小
の教諭が互いの教育現場を見学

西
脇
市
長
　
片
山
象
三
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　人権教育課では、市内小中学生を対象として
「にしわきジュニアじんけん教室」を開催して
います。
　この教室では他校や異学年の子、地域の方、
さらには外国人や障害のある方など、さまざま
な人と直接触れ合うことを通して、「互いを認
め合い、共に生きることの大切さ」を実感し、
主体的に社会へ関わろうとする意欲や態度の育
成を目指しています。
　例えば７月30日には、西脇市からバスに乗っ
て、神戸市にある「阪神・淡路大震災記念人と
防災未来センター」と「ＪＩＣＡ（国際協力機
構）関西」へ行き、防災と国際理解を学んでき
ました。参加した子どもたちは、「阪神・淡路
大震災のことを体感できた。震度７の揺れが想
像以上に大きくてびっくりした」と防災の大切
さを身を持って学んでいました。また「発展途
上国への支援など、知らなかったことを知るこ

とができた。日本はとても恵まれた国だという
ことも知れた」といった声も聞かれ、世界に目
を向けることができました。この体験を一つの
きっかけに、今後さらに学び続けてくれるもの
と思っています。
　この他にも、10月26日にはブラインドサッカ
ー体験（16日まで申し込み受け付け中)、翌27
日には、茜が丘複合施設みらいえのイベント
「みらフェス」の館内イベントの一つとして異
文化体験も企画しています。
　今後も子どもたちが多様な体験をできるよう、
本教室の企画運営に努めていきたいと思います。
詳しくはホームページ＝ＱＲコード＝
をご覧ください。

にしわきジュニアじんけん教室

【西脇市動植物生態調査研究グループ】
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ツルニンジン

林縁の半日陰の場所に
生えるつる性の多年草です。晩夏から秋に淡
緑色で鐘状の花を、小枝の先に下向きに開き
ます。「“つる”はつる性植物だからとして、
なぜ“ニンジン”なのかな」と思っていまし
たが、根が高麗ニンジンに似て太い塊根なの
が名前の由来だそうです。
　この塊根は疲労回復や滋養強壮、快眠など
に効果があるとされ、山海螺と呼ばれる生薬
だそうです。また食用にもされ、韓国では代
表的な山菜だそうです。
　市内では生えている場所が限られ、たまた
ま生えているのを見つけて花が咲くころに再
び見にいくと、思っていたよりも大きくて独
特な花をいくつも付けており、思わず見入っ
てしまいました。

ききょう科

　

板
波
町
に
あ
る
石
上
神
社
の
起
源
は
正
暦

３
（
９
９
２
）
年
と
も
伝
わ
り
、
江
戸
時
代

に
は
岩
上
大
明
神
と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
ま
ず
お
さ
え
神
事
は
毎
年
秋
祭
り
の
本

宮
の
夜
に
、
拝
殿
の
正
面
に
設
け
ら
れ
た
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俵
上
で
奉
納
さ
れ
る
儀
礼
的
な
相
撲
で
す
。

　

天
文
11
（
１
５
４
２
）
年
、
白
布
に
包
ま

れ
神
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
た
宝
剣
が
盗
賊
に

盗
ま
れ
、
宝
剣
は
野
間
川
に
沈
み
ま
し
た
。

神
事
は
、
潜
水
夫
が
こ
れ
を
探
し
当
て
神
前

で
開
い
た
と
こ
ろ
、
宝
剣
で
は
な
く
大
ナ
マ

ズ
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
に
由
来
し
ま
す
。

　

由
来
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
も
類
例
が
な

く
不
明
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
起
源
は

中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
、
地
方
的

特
色
に
富
む
民
俗
行
事
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、

兵
庫
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「ＪＩＣＡかんさい地球ひろば」を見学し
ている様子〔７月30日〕

こうらい

さんかいら

石上神社拝殿と土俵 なまずおさえ神事（兵庫県指定文化財）

みんなでまちづくり―市民の皆さんのまちづくり活動―

　「ミモザのたね」は、学童品や制服などの不要にな
った子ども用品のリユース活動「ゆずりっこ」を開催
し、譲り合う心を大切に、子
育てしやすいまちづくりを目
指しています。
　７月に開催したゆずりっこ
では２千点以上の子ども用品
が集まり、約150人に参加い
ただきました。スタッフが参
加者から子育ての悩みを聞くこともあり、子育て世帯
の親子同士がつながるきっかけともなっています。

「ゆずりっこ」開催情報
▶とき 10月27日（日）午前
10時～午後３時30分▶ところ
茜が丘複合施設みらいえ▶問
合せ　ミモザのたね
（☎070-4200-7307）

～市民提案型まちづくり事業採択団体「ミモザのたね」の紹介～
譲り合う心を大切に、子育てしやすいまちづくりを目指して

い
そ
が
み

い
わ
が
み
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